
成分名 先発品 後発品 Tmax 半減期 用法用量 追加投与間隔

スマトリプタン

イミグラン錠50 スマトリプタン錠50㎎「各メーカー」 2h 2.2h 1回50㎎
MAX200㎎/日 2時間以上スマトリプタン内用液50㎎「タカタ」

イミグラン点鼻薬20 鼻粘膜より吸収し10分後に第一ピーク
消化管からの吸収で第二ピーク　　➡

10m
1.3h

1.8h 1回20㎎
MAX40㎎/日

イミグランキット皮下注3㎎ 10m 1.7h 1回3㎎
MAX6㎎/日

1時間以上

ゾルミトリプタン
ゾーミッグ錠2.5㎎ 3h 2.4h 1回2.5㎎

MAX10㎎/日
2時間以上

ゾーミッグ錠RM2.5㎎ ゾルミトリプタンOD錠2.5㎎「各メーカー」 2.9h

エレトリプタン レルパックス錠20㎎ エレトリプタン錠20㎎「各メーカー」 1h 3.2h 1回20㎎
MAX40㎎/日

2時間以上

リザトリプタン
マクサルト錠10㎎ 1h 1.6h 1回10㎎

MAX20㎎/日
2時間以上

マクサルトRPD錠10㎎ リザトリプタンOD錠10㎎「各メーカー」 1.3h 1.7h

ナラトリプタン アマージ錠2.5㎎ ナラトリプタン錠2.5㎎「KO」 2.7h 5h 1回2.5㎎
MAX5㎎/日

4時間以上

成分名 特徴 重度の
肝障害

重度の
腎障害

併用注意禁忌薬 共通禁忌

スマトリプタン

(イミグラン)

・剤型が豊富で点鼻薬や皮下注があるので、吐気が強く、経口が厳し
い場合は選択肢に入る
・MAX量が通常量の4倍までと調節性がある（錠）

✖ － 【禁忌】MAO阻害剤
（エフピー、アジレクト、エクフィナ等）

・成分に対し過敏症の既往歴のある患者
・心筋梗塞の既往歴のある患者、虚血性心疾
患又はその症状・兆候のある患者、異型狭心
症（冠動脈攣縮）のある患者
・脳血管障害や一過性脳虚血性発作の既往の
ある患者
末梢血管障害を有する患者
・コントロールされていない高血圧症の患者
・エルゴタミン、エルゴタミン誘導体含有製剤、
あるいは他の5-HT1B/1D受容体作動薬を投与
中の患者

ゾルミトリプタン

(ゾーミッグ)

・RM錠剤はGEのOD錠は水なしで服用できる
・MAX量が通常量の4倍までと調節性がある
・重度の肝機能障害患者やCYP1A2阻害剤を服用している患者には
5mg/日に抑えて慎重に投与

△ －
【注意】CYP1A2阻害剤
【禁忌】MAO阻害剤
（エフピー、アジレクト、エクフィナ等）

エレトリプタン

(レルパックス)
・Tmaxが1hと立ち上がりが早い
・併用注意や禁忌が他トリプタンと違うので注意 ✖ － 【注意】CYP3A4阻害・誘導剤

【禁忌】HIVプロテアーゼ阻害剤

リザトリプタン

(マクサルト)
・RPD錠剤はGEのOD錠は水なしで服用できる
・相互作用が少ない ✖ ✖

【禁忌】MAO阻害剤
（エフピー、アジレクト、エクフィナ等）
・プロプラノロール

ナラトリプタン

(アマージ)

・半減期が5hと長いので、何度も頭痛を再発する方に向いている
・相互作用が少ない
・肝機能障害患者または腎機能障害患者には2.5mg/日とすること

✖ ✖ －

〇痛みの出初めに早めに服
用することで痛みを抑える効
果がよい。

〇1か月に10回以上服用し
てしまう場合はトリプタン乱
用頭痛を引き起こす可能性
があるので、そんな場合は
片頭痛予防薬の検討。

〇痛みの出初めに早めに服
用することで痛みを抑える効
果がよい。

〇1か月に10回以上服用し
てしまう場合はトリプタン乱
用頭痛を引き起こす可能性
があるので、そんな場合は
片頭痛予防薬の検討。


